
安全性 放射線照射食品の検知技術
－光励起発光法(OSL法）による検知・評価法開発－

技術の特徴
・光励起発光（OSL）の原理に基く、香辛料・乾燥野菜等の照射検知用の測定装置を開発。
・OSL発光の減衰による判別指標を用いることで、客観的で迅速な判別が可能。
・粉末食品試料を前処理無しで測定出来るため、多種類の検体の迅速スクリーニングが可能。

研究の内容

今後の展開
・測定限界（サンプル・線量等）の検討し、測定装置を製品化する。

参考
・本研究は東京都立産業技術研究所、日本放射線エンジニアリン(株）との共同研究により実施
・特許出願中

測定原理
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問題点･･･前処理に時間がかかる
最低1日、同時に１～数検体

利点･････判定の精度が高い

利点･･･前処理不要
課題･･･装置の開発が必要
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測定例

図　バジルのOSL測定結果
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図パセリのOSL測定結果
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図　バレイショのOSL測定
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○照射歴にある食品の発光量はOSL測定に伴い減少する
○バレイショのように土壌が付着している食品であれば低線量でも判断可能である

バジル

パセリ バレイショ

図パプリカのOSL測定結果
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パプリカ

判別方法
照射光源，フィルタの最適化により
照射食品では発光量は経時的に減少した

照射試料
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食品の放射線照射はＷＨＯ等により安全
性が確認され、諸外国で実用化している。
ただし、日本ではバレイショの発芽抑制以
外の照射は原則的に禁止している。
輸入食品の履歴保証の観点で、照射の
有無を迅速に判別する方法が必要
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